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KRV型QW式誘導環型高速度逆電力継電器
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SpeedReversePowerRelay
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Abstra(:t

Inordertomaintaintトestabilityand minimizethefaultofthe powertransmi-

ssionline,itisverylmpOrtanttOClearoffthefaultasquicklyasposible･Partic-

ularly,itisnessesaryforthelongandultra-hi▲ghvoltageline･

TypeKRVFormQWHighSpeedReversePowerRelayis applidtoprotectthe

paral1ellinesfroms17･OrtCircuitfault,anditconsistsofadirectionalelementand

a current element with voltage restraining effect･

This relay has next features=-

(A)Operatingtimeisabout20milli-SeCOndsat2times theminimum operating

(B)-ForthereasonofvoltagerestrainingefEect,therelaymayoperatewithcer-

tainty,eVenifshortcircuit currentisnearlyequaltonormalfullload cur-

rent,and thenitis prevented from functioning by transient phenomena

whichlookslike a fault.

(C)Influenceon仕eoperating current by the change of cycles per secondsis

almost negligible.

Inthis paper,auther discribed mainly

ristics of this relay.

[Ⅰ]緒 言

迭電系統を連系してこれを適切に運用L､電力資源の

合理的利用を計ることは悔めて蚕要な間担である｡この

た朽最近の電力系統は榎 な迭酉己竃網を構成されている

が､もし系統の主要且幹娘に故障が生じた場合､これを

出来得る限り速かに健全繍より分離しノなければたらンヒ

い｡でなければ一部の故障ほ他に接大し甚大在韓害を受

けるばかりでなく､時にほ系統の安定を確保Lきれない

で全面的停電事故を惹起する虞れがある｡ 鴎の迭電系

the constractions and the specialcharacte-

韓と高速度 断薔の併用に依り高遠 覧斤すること

が必要である｡

KRV塾QW式高速度逆電力箭陸竃許土この日的に僅

用する

故に際しヽ

(1)

(2)

挺電器で､並行二同鯨式迭電線の短絡

故障黒如こ電力が逆流する

故障鯨間の電匪が降下L､電淀が増大すろ

ことを迅速概矧こ槍伍して､故障睨を健全硯より分離せ

しむるものである｡

そもそも高速度保 慕餞電器は1サイク/レ場内で ∴

統は殆ど高餞抗接地方式を採用Lているので､

に封してはとも角､
一[コ絡事故に対してほ特に高速朗陸竃

並
日立製作所多賀工場

動作することが柁封必要な條件であるが､その反面

詑の開閉操作その他によ 故障類似現象で動作す

ることがあってはカゾ_)ない｡叉木許の様な宗殴竃 は一股
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に出力の小さい攣威器や欒流器と組合せ使用されるので

計辞その他の二次負捨も考慮に入れゝば､消費電力は極

力小さくなければならない｡漆器はこれ等の條件を満足

する様 作されている｡

又本務は誘導章型の構造であり1)､誘導環塾高速度礎

電器の一段的事項及び詳細な研究結果は本誌(1〕～〔4〕にし.

ばしば要表されているので､今岡は主とLて木器特有の

構造及び特性について述べ､系筐

人々の御参考に供したいと思う｡

器の運用にたづさわる

[ⅠⅠ]誘導環型高速度邁電力継電器の概要

第】圏は本語の外観で､第2国は内部接続囲である｡

方向要素と電流安東とから出来ており､方向要素は故障

節1固 ⅩRV型QW式高速竺逆電力放電器

Fig･1Type KRV Form QW High Speed

Reverse Power Relay.

時の電力方向により故障線を蓮撰する電力方向績竃器で

は故障時に生ずる過電流と故障娘間の電匪降下

とにより故障を検闇する電嘩抑制効果付過電流閣 器で

ある｡しかも雨要素の接礪ほ直列に接壇されて.持るので

雨要素が動作Lて始;らて礎電器二ま動作する｡

部外凰3第

の差

操 の一例を示す｡′看流端子に:土雨同兢

流を通ずる如く接額し､これに封し/300

を方向要素の電匪端子に､300選良琶堅

れ電嘩

流要素の

抑制端子に按蘭する｡従って､もし_1放暁の月-S相

問に短絡故障が生じた場合､宗匪電器A の電流線輪にこ三

10
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Fig.3 An Example of External

ConnectionI)iagram.

･矢の方向の 電流′穴流れ､方向要義は r→忍 相聞の電匪

との電力方向により左側の拝観を閉じる｡一方琶琉要素
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はR-5相聞 障の降下により電匪抑制効果を失い､そ

の按偶を閉じて1既旗側の

線より除去する｡こゝで

筐斥器を動作せしめ故障繍せ

CC型ST-22式隠膳電器

断の際跳ね返って他方が

ダーロックする補助臓電器である｡

方向要

臥されない様イン

[ⅠⅠⅠ]方 向 要 素

は一種の電力方向祭陸電器で､第4圏はその構

蓬を嘉す｡一箇の 畦線輪に依り陶磁される無益

/
電圧線輪

常4閲 方 向 要 素 の 構 造

Fig.4 Construction of Directional

Element.

韓心に二箇の

のヨ一三

導環を囲の如く配意し､これと直交する

E字形右折極鉄心に

誘導環 …流はその構造上

を捲いたものてある(5)｡

l の二次短絡届

考えられるから､鏑損分を省略L二箇の

とLて

導環を一括し

て考えた場合､第5圏の如きべク1､ル囲で静特性が論じ

られる｡こゝで

ガp=電匪同路の端子

γp=電匪線輪の誘起電

匪

′〃ち釘に
▲つための電匪

帝5固 方 向要素の ベクト ル r-1

Fig.5 Vector Diagram of Directional

Element.

ガ/.I=誘導環の誘起

ん 声仕ニ 線輪の電流

障

Jのこ電障線輪の陶磁電流

導環の電流

J〟1=Jガの冠匪線輪側平衡電流

¢p二主鋳心の磁束

p/～=誘導環のインピーダソス角

pァ=電匪線輪の端子から見たインピーダソス角

p〆ニガJ】と γクとの問のインピーダンス角

を云1~ものとす｡

環導誘方
→

相差の哨

流は基際部極磁兼に同相文言1800の位

動同時力は最大となる｡ところが基際部磁束

ほ電流脱輪の電流と同相であるから電流と竃匪の位相角

が(腑+p〆)又は(腑+抑±1800)の時

最大にたる｡こ従ってこれを力

動同韓力こミ

で京せば第6岡の如

第6匝1~方向要素の力率特性

Fig.6 Poler Characteristics of

DirectionalEiement.

くたる｡.すなはち位相関係がこの上部で表されるう状態の

時一方の接鴨が閉路する様にすればヽ

の方の按髄が閉路

泰器ほ臥260の

又未詳

作時間は故障

力方向く･こよる

れ特性を有す｡

下部の状態では他

超勤作をする｡筒

械的過輝期に動作をするので､動

嘉的､機械的條件である程度の壁動

はあるが〔1〕～(4)､多数の測定結果より平均動作時間を求

こ･らると第7固の如くなる｡これは電匪端刊こ定格

加えておき､同相の

匪を

流を急激に通じた時の動作時間で

電流要素の最小タップ備(1･5A)の3倍以上の電流で

は碓賓に20ms以-lごで動作L､最小動作時間は約10ms

である｡方向要素は故障の方向を 繹すべきものでぁる

から､その動作は電流要素より遠いことが望ましい○
こ

の粘から両者を比較すれば太許の選揮性は極めて碓宜な

ことが推察出来る｡
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Fig.8 0perating Characteristics of

DirectionalElement.

以上は2騒短絡の場合における動作時間であるが､3

線短絡の場釦こは故障署生と に青柳 る､出力に輪

医が降Fするので､動作は遅くなり静特性こま第8匡lの如

くなって最小動作電流が増加する｡しかし､竃医回路に

通常な容量の蓄電器を挿入し､これ ダソイの絡同墜

クタ㌧/スに同調させれば醜聞電匪が降下Lた匪紺鞘こおい

ても少Lの問故障前の 匪に柑皆した線輪 留し

動作特性ほ良くなり､これをメモリ致果(Memory Act-

ion)と構Lている｡一第9固はメモリ数果を動作時間に

より比較Lたもので､ 流を流すと同時に電墜を定格値

よりその20%に降下させ測定したものである｡ところ

が､賓 には3腺短絡ほ必づ2兢短絡から移行するもの

であり､且高速度慕段冠者凱ま2操短 作して遮

断器を起動Lているので､木器はこの様な考置を特に梯

12
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竃墜線電歴輪 を定格値よりそ･つ20クる に降下せし

むると同時にノ違涜を涜す｡

メモリ致果を輿えない時…………‥[Ⅰ]

メモリ数果を輿えた時……………･[ⅠⅠ]

電墜線輪の棍歴を降下させない時……[ⅠⅠⅠ]

第9閲 メモリ作目jの動作時間に及ぼす影響

Fig.9 Effect of Memory Action on Operating

Time.

ってはいたい｡

又双方の誘導環は共通の 心により励磁せられヽ各々

瓶立Lて設けてあるたふう､跳ね返りその他による誤選繹

をする心配はない｡

[ⅠⅤ] 電 流 要 素

第10国 電涜要素の電屡抑制特性

Fig･10 Voltage Restraining Characterics

of Current Element.
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長距離超高 迭電線終においてほ系統の運輪状態によ

って故障電流が常時の負荷電流よりあまり大きくなら′㌔〔

い場合がある｡従って､従来の短絡保護膜電界の如く軍

に過 流のみで故障を検出することは避雷でない｡電流

要素はこの鮎にかんがみ 匪抑制効果を加味した

猥電器である｡第!0圃ほその電匪抑制特性で常

ップ

はタ

流値の数倍の過電流迄抑制しているが､短絡故障

をこより抑制 匪が降下するとそれに従い最小動作電流は

低下し､過電流と相まって高速

開閉その他により故障

動作をする｡

一輝硯
′｣

琉

-
て
り硯が象 ヰ)､抑

制致寛が充分軌､ているので誤動作をr･才､る心配はない｡

第11圏は電流要素の構造囲で､各拓立した動作要素

と抑制要素とからなりヽそれ等は互二に

嘩侶絹輪

車載構により絆

節11国 電 流 要 素 の 構 造

Fjg.11Construction of Current Element･

合されている｡動作要 と主1エ L′て電流棟輪によ㌢動作

する電流聯電界で常に誘導環を接髄閉路方向に同韓せし

むる如く出来ている｡一方抑制要素ほ主として電匪線輪

により動作する電匪慕陸電界で常に 導環を接欄間路方向

に同鴨せしむる様に田禿ている｡

動作要素で棒規約及び二次線輪のない構造の誘導環型

系陸軍掛こついての詳細な研究綽緊は己に木誌(1〕～〔`l〕に顎

表されているのでこゝでほ省略する｡一般に電流線輪を

極 心に播き､これを主線輪と直列に結べば､士線輪の

みの場合に比較し.て消費電力を大きぐラーることなく同鴫

力を大きくするのに有焚であるが､木器は一般

膵竃器と同様系統の服態に に動作感度を 章田

来る様電流整定タップを附するので､固に示す如く二次

線輪及び極紋輪を施し､これと同様の目的を果して〔6)い

る｡二次線輪及び極線輪は執しの寸法主税輪のアソペア

ダーシ等により通常に決釣るべきもので-その故実を同

鴨カノ消費甫力で戻すと

加する｡

抑制

常に設計された場合約50チ6霊

素ほ感度整宝用のタップを附ける必要がたいの

で極鏑心に直列線輪を施し同鴨力の増大を計った(丁〕Lか

lノ動 と抑制要素とは甚し√
で｣

近接 ､るので､そ

の問の漏洩磁束及び相亙誘導により抑制放果ほ 歴と琶

鮎
E 遅れ プ猥ア

2β○ 2が

〃■ 4が
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〃
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〟
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即｡儲

ユ ーーー判別電圧7βVの場合
∬--一抑制電圧4川の場合

第12固1宝流要素のニカ牢特性

Fig.12 Poユer Characteristics of Current

Element.

最
小
動
作
電
流
(
月
)

節13固

Fig.13

電:流要素の蔵匿抑制数果に及ぼす影響

EffecヒOf Frequency t)n Voltage

Restraining Effect of Current

Element.

流の位相角の影響を受け､或る位相角の日割こは充分抑制

が淡いても或る位相角の時iこはあまり放かない場合が生

ずる｡補償線輪はこれを補償7る目的に工夫されたもの

で第12国は位相の影響きを力軍帽填で読Lたものでも

る｡従って敬障の種類､方向或は迭電線路のインピーク

ン∵ス角 により検出動作が影響苧を浸けない｡

第13国は周現数特性で抑制電堅が大なる時は周波数
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により電匪線輪のインピーダンス攣化し､多少その影響

を愛さナるが､故障顎生により抑制電墜が降下ナればその

影響こま殆ど受けない｡

又 流要素の接観は方向要素と直列に接頃し､且動作

ほ第8圏iこ表される如く方向要素より遅いと考えられる

ので､慕磨電器の動作時間は 流要素により制約さjtる｡

第8周の動作時間特性は1･5Aタップにおけるもので

固から最小動作電流の2倍圭Lヒの過電流が流れた場合こ土

20ms以下の高速度動作をすることがわか･る｡従って最

小タップを使用Lた場合は故障電流が常時の負荷電流よ

り徐り大きくならない状態でも高速度動作をする｡

[Ⅴ]高速度蓮電力継電器の用途

未詳は前述の如く並行二同線式迭竃髄に使用し､その

短絡故障に封L高速度選搾

特に高速度

医師こ適した保護膜電器で､

噺語と組合せ使用することによりその眞償

ほ護揮される｡第3国はこの場合における外部接頴の一

例で､故障顎望時の潤 器動作については既述の如くで

あるが､両回線の差電流と 匿との電力方向により動作

させるためヽ系統にバックパワーのない場合においても

確賓に選琵動作をすることが出来､文運轄申訳って竃墜

同絡を開放した場合においても誤動作することがない｡

L-かL､極端に保護区問の一方に

じた場合､反対側(

った地熱で故障が生

から遠い端)の礎電器ほ他の

側(故障瓢こ近い端)の遮断を待って動作することがあ

る｡従って最悪の場合､最終の

一股の績電着削こ依る

造庁時間は多少延びるが

断時間に比較すれば､遠かに高遠

度であることば勿論で､10サイクル殴りの高邁度 断を

叉極東て重要な迭電線路の保護方式とLてほ近時雄途

保護宗慶電装置が採用されつゝあるが､太静はその主績電

界としても使用出来る｡この場合における績電器の適用

及び動作に就いては己に本誌に詳細を顎表(き)しているの

で省略するが､故障粘の如何に拘らず常に数サイクルの

南端同時 断を行わせることが出来､更に前述の一股的

方式を併用すれば一層

は日下建設中の囲域山

断時間を短縮出来る｡この方式

研一千手顎電祈問に採用

し､その成果:ま期待されているところである｡

[ⅤⅠ]結 言

評 論

本器は昭和

故障 翰で好

第33巻 第8競

24年6月日軍猪苗代彗幹線における人コニ

成j を納めた日立搬愚昧護祭国電装置の主祭陸

諒として使用LたⅩRV塾QW式高速度逆電力菜園電

器をその後板木的に改良Lた新型製品で､以上の特性を

絶括すれば次の如き特長を撃げられる｡

(1)1サイクル以内の高速度で確賓に故障選繹動作

をする｡

堅抑制致果を加味した電流要 を有するため

故障検出動借ま極めて碓賓である｡

速断器開閉等に依る故障類似の過輝現象で

動作する.ことがない｡

(C)故障竃 が常時負荷電流より繰り大きくない

場合でも確寛に検出動作をする｡

(3)周波数に依る影響は極く僅少である｡

木器:三重要主幹腺の短絡保護用燈篭器として重要なも

ので､搬遷保 礎電装置の主題竃

国境山連署電祈【一千手芸

とLて目下建設中の

祈問に使用されている外一般

方式としては己に九州､四国方面に多数使用せられてい

る｡倍昭和25年10月にほ日讃四囲支店において人工

故障試扱が行われ優秀な成置を柄よう､その高性育巨が認め

らj･tた｡

電力資源の合理的利周に並行して高速度

よいよ迭

断方式はい

技術上重要な問題になりつゝある｡木器は日

立製作所がこの一環とLて製作している高速度礎 語の

一つで､重要主幹線に使用Lてその太領を顎揮すると共

にこれが取壊の参考ともなれば筆考の宰とするところで
ある｡

最後に木琴の試作､田野こ襟し多大の御指導と御支援

を賜った日立研究軒並に工場の各位に厚く謝意を表する

次第である｡
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